
 

 

【基本情報】 
名  称： アスク大泉学園保育園 

住  所：〒178-0061 

     練馬区大泉学園町2-30-44 

電話番号：03-5935-1555 

【入所定員】 

年齢 0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 

定員 6名 10名 12名 17名 17名 17名 

※対象年齢 生後58日～就学前までのお子様 

【開所時間（延長保育時間含む）】  

月曜～土曜 7：00～20：30 

●保育標準時間認定（11時間）● 

7時30分～18時30分 

延長保育時間 7時00分～7時29分  

18時31分～20時30分 

●保育短時間認定（8時間）● 9時00分～17時00分 

●閉園日● 日曜・祝日・年末年始 

【保育事業内容】 

月極保育、延長保育、発達支援児保育、産休明け保育 

【主な保育プログラム】 

体操、おんがく、英語、ダンスプログラム、クッキング保育 

【その他】 

駐輪場：有  駐車場： 無 

園庭 ：有  ベビーカー置き場：有  

※車での送迎はご遠慮ください 

【入所申込および保育料】 

練馬区こども家庭部保育課入園相談係 

電話番号：03-5984-5848  

 

 

 

●保育園の様子● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アスク大泉学園保育園では季節を感じられるイベントを計画し、

子どもたちの楽しい想い出づくりのお手伝いをしています。 

★は親子参加型の行事です。上記予定については一部変更の可能

性もあります。 

お誕生会・避難訓練・身体測定・園庭開放は毎月実施します。 

 

 

 

 

 

4月 

★入園式 

★運営委員会 

 

5月 

●定期健康診断 

★親子レクリエーシ

ョン/親子クッキング 

●木育ワークショップ 

6月 

★個人面談 

   

7月 

●水遊び 

★夏祭り 

8月 

●夜までいっしょ会 

 

9月 

★引き渡し訓練 

 

10月 

★運動会 

●ハロウィン 

11月 

●定期健康診断 

●木育ワークショップ 

12月 

★発表会（幼児） 

●クリスマス会 

 

1月 

●新年お祝い会 

2月 

●節分 

★個人面談 

3月 

●ひなまつり 

★卒園式 

★運営委員会 

 



●よくあるご質問● 
 

Q．投薬はしてもらえるの？ 

A． 原則お断りさせて頂きます。やむを得ない場合は、医師の指示書ま

たは診断書を提出してください。専用の与薬依頼書に必要事項を漏れの

無い様に記入していただき、1 回分ずつスタッフに直接お渡しいただき

ます。但し、座薬などの一部処方薬については投薬をお断りすることも

ありますので、入園前面接の際にご相談ください。 
 

Q． 保育中の発病についての対応は？ 

A． 保育中に、発熱（原則37.5℃以上）・嘔吐・激しい下痢・顔色が優

れない・元気がない等、お子様の具合が悪くなった場合は保護者に連絡

し、至急お迎えをお願いする場合もありますのでご協力の程よろしくお

願いします。 

37.5℃を超えた段階で、更に熱が上がった際にお迎えをお願いする可能

性があるため、一度ご連絡させていただきます。 
 

園目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

集金させていただくもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

アスク大泉学園保育園 

ご案内 

 

 

 

 

 

 

 

 

大泉学園駅から白子川を越えたところに位置し、たく

さんの自然に囲まれた認可保育園です。友だちと関わり

ながら、自然体験を始め、たいそう、おんがく、えいご

等、豊かな活動を行いこどもたちの「やりたい！」が叶

えられる環境になっています。 

 

 

 

 ・健康な子ども 

・意欲的に活動できる子ども 

・思いやりと感謝の心を持つ子ども 
 

●  帽子  【1歳児クラス～】        1,050円／個 

● おむつ・おしりふき【サブスク利用】  2,508円（定額） 

● ICカード【紛失時のみ】         759円／枚 

● 夕食代【延長保育時/希望者のみ】         400円／食 

● 延長保育料【希望者のみ】          

 ※このほかに希望者のみの購入品がございます 

 

 

乳児クラスは担当制保育を取り入れ、いつも同じ大

人が着脱や食事、排泄などの世話をすることで、1人

ひとりの発達段階に合わせたサポートをしています。 

幼児クラスは異年齢保育を取り入れ、年長の子は年

下の子に教えたり、助けたりする姿。年中の子は年上

の姿を見て憧れを持つ姿を大切にして互いに刺激し合

える関係になるようにサポートしています。 


